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この 「グッドイヤー物語」 は、 月刊タイヤ、 1969 年 7 月号から 1970 年 5 月号までに

連載された記事である。

当時、 世界一のタイヤメーカーであったグッドイヤーの軌跡を記したものである。

※当時の記事を再現しているので、 現在と違った表現を使用する場合があります。

渡　辺　城一郎　氏　著

【第 9回】

コンバット・タイヤ

第二次大戦直後、 アメリカのゴム不足は予想 以上に深刻だった。

政府は合成ゴムの量産化を計画、グッドイヤーの技術陣も

〝打倒ゼネラル・ヤマシタ” を合言葉に研究を進めていった。

１　

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
自
信 

リ
メ
ン
バ
ー
・
パ
ー
ル
・
ハ
ー
バ
ー
の
合
言
葉

の
も
と
に
、
ア
メ
リ
カ
の
資
本
主
義
は
完

全
に
息
を
吹
き
返
し
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

の
導
入
し
た

「
完
全
雇
用
」
は
、
戦
時
経

済
の
旗
の
も
と
に
国
民
総
生
産
の
４５
％
は
、

国
防
支
出
を
中
心
と
す
る
連
邦
政
府
支
出

に
変
わ
っ
て
き
た
。
１
９
３
９
年
８
月
に
戦

時
資
源
局
を
設
け
た
が
、
こ
の
種
の
中
央

機
関
は
、
全
面
的
な
戦
時
経
済
の
移
行
に

と
も
な
い
、
生
産
管
理
局
、
戦
時
生
産
安

定
局
、
戦
時
動
員
局
な
ど
に
改
組
、
ま
た

新
設
さ
れ
て
い
っ
た
。

戦
争
の
た
め
の
動
員
は
、
国
民
全
体
と
そ

の
生
活
の
全
て
に
か
か
り
、
兵
役
に
従
事
し

た
男
女
は
、
１
５
０
０
万
を
超
え
た
。 

老

齢
の
た
め
に
引
退
し
た
労
働
者
も
、
１０
代

の
少
年
も
生
産
に
加
わ
り
、
婦
人
も
従
来

は
適
さ
な
い
と
考
え
ら
れ
た
分
野
に
ま
で

従
事
し
て
い
た
。 

知
識
人
、
学
者
も
そ
の
特
性
を
活
か
し
て
、

情
報
活
動
、
敵
国
分
析
に
日
夜
を
費
し
た

が
、
そ
の
う
ち
科
学
者
た
ち
は
、
原
子
爆

弾
の
開
発
に
代
表
さ
れ
る
目
覚
ま
し
い
活

躍
も
あ
っ
た
。
１
９
４
５
年
７
月
１６
日
、
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
の
ア
ラ
マ
ゴ
ー
ル
ド
の
原
野
で
、

人
類
初
の
核
実
験
も
行
わ
れ
た
が
、
こ
の

ス
タ
ッ
フ
に
は
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
、 

オ
ッ

ペ
ン
ハ
イ
マ
ー
と
い
っ
た
国
際
的
な
多
数
の
科

学
者
の
協
力
が
あ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
生
活
は
、
一
定
の
耐
乏
と
制

限
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
政
府
は
物
価

・
賃

金

・
家
賃
な
ど
の
統
制
を
行
い
、
い
く
つ
か

の
物
資
の
配
給
制
度
も
採
用
し
て
い
っ
た
。

も
っ
と
も
、
当
時
の
日
本
の
戦
時
生
活
か
ら

見
れ
ば
、
不
自
由
の
少
な
い
生
活
で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
歴
史
家
は
、
当
時
の
状

態
を
指
し
て
、
結
果
的
に
キ
ン
グ
・
オ
ブ
・

ア
メ
リ
カ
、
も
し
く
は
、
ミ
リ
タ
リ
ー
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス(

産
軍
相

互
依
存
体
制)

の
原
形
と
い
う
経
済
学
者

も
い
る
が
、
こ
う
し
た
中
で
、
ゴ
ム
の
軍
需

的
利
用
度
は
か
な
り
高
い
も
の
だ
っ
た
。

日
米
開
戦
の
年
、
１
９
４
１
年
１２
月
の
ア
メ

リ
カ
の
ゴ
ム
ス
ト
ッ
ク
は
、
１
年
分
に
当
た

る
、
１
０
０
０
万
ト
ン
し
か
な
か
っ
た
。
そ

し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
生

産
地
は
、
日
本
軍
に
占
領
さ
れ
、
生
ゴ
ム

の
補
給
は
絶
望
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。
そ
こ
で
登
場
し
た
の
が
、
合
成
ゴ

ム
で
あ
る
。 

戦
時
資
源
局
が
、
ア
メ
リ
カ
中
の
化
学
、

石
油
、
ゴ
ム
会
社
を
動
員
し
、
合
成
ゴ
ム

生
産
に
乗
り
出
し
た
事
は
、
今
ま
で
の
回

で
詳
し
く
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
生
産

は
思
わ
し
く
な
か
っ
た
。 

膨
大
な
設
備
と

人
材
を
投
じ
て
動
き
出
し
た
国
策
会
社
が
、 

１
年
間
に
わ
ず
か
、
３
５
０
０
ト
ン
の
合
成



ゴ
ム
を
生
産
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

―
ゴ
ム
が
な
け
れ
ば
、
軍
事
機
動
力
は
ス

ト
ッ
プ
し
て
し
ま
う
。

軍
需
生
産
部
門
に
、
独
裁
権
力
を
持
つ
、

バ
ル
ー
ク
委
員
会
の
顔
ぶ
れ
は
、
テ
ー
ブ
ル

を
叩
い
て
議
論
し
た
。

―
ジ
ャ
ッ
プ
に
頭
を
下
げ
て
、
ゴ
ム
を
売
っ

て
も
ら
う
の
か
。

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
広
大
な
大
陸
を
、
ア
メ
リ

カ
陸
軍
は
、
這
っ
て
進
撃
す
る
の
か
。

―
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
爆
撃
機
で
も
作
れ
と
い

う
つ
も
り
な
の
か
。

あ
る
者
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
ゴ
ム
の
発
見
さ
え

う
ら
ん
だ
ほ
ど
問
題
は
深
刻
だ
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
、
そ
の
委
員
の
胸
の
な
か
に
は
、
５

年
前
の
１
９
３
８
年
５
月
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が

ウ
ォ
ル
フ
ス
ブ
ル
グ
に

「
国
民
車
工
業
株
式

会
社
」
を
設
立
し
た
時
の
演
説
を
よ
み
が

え
ら
せ
て

「
こ
の
偉
大
な
ア
メ
リ
カ
の
頭
脳

が
な
ぜ
、 

な
ぜ
で
き
な
い
の
か
」
と
自
問
す

る
の
だ
っ
た
。

ヒ
ト
ラ
ー
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
次
ぎ
、

チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
へ
進
撃
を
準
備
し
た
頃
、

株
主
は
た
っ
た
１
人
と
い
う

「
国 

民
車
工

業
」
の
礎
石
の
す
え
つ
け
式
が
行
わ
れ
た
。 

ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
、
黒
い
制
服
の
親
衛
隊
に
囲

ま
れ
な
が
ら
、
マ
イ
ク
の
前
に
立
っ
た
。
そ

し
て

「
こ
の
工
場
か
ら
生
ま
れ
る
車
は
、
や

が
て
民
族
の
足
と
な
っ
て
働
く
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
喜
び
も
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

余
は
、
こ
の
車
を
Ｋ
Ｄ
Ｆ (

喜
び
を
通
し
て

の
力
と
い
う
意
味)

と
名
付
け
る
。
ド
イ
ツ

国
民
の
力
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
こ
の

計
画
は
、
必
ず
や
ド
イ
ツ
全
国
民
に
喜
び

を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か 

ら
、
余
は
ド
イ

ツ
国
民
の
名
に
お
い
て
礎
石
を
す
え
る
も
の

で
あ
る
」
と
説
い
た
も
の
だ
。

自
動
車
と
い
え
ば
タ
イ
ヤ
。
ド
イ
ツ
に
は
、

そ
の
ゴ
ム
が
な
い
は
ず
だ
。
し
か
し
、
こ
の

日
の
ヒ
ト
ラ
ー
は
自
信
た
っ
ぷ
り
、
微
笑

み
す
ら
浮
か
べ
て
い
た
。
第
一
次
大
戦
中
、

イ
ギ
リ
ス
海
軍
に
海
上
封
鎖
さ
れ
、
生
ゴ

ム
の
輸
入
を
閉
ざ
さ
れ
た
苦
い
経
験
が
ド

イ
ツ
に
は
あ
っ
た
。
同
じ
事
を
繰
り
返
す
ヒ

ト
ラ
ー
で
は
な
い
。
科
学
者
は
、
ヒ
ト
ラ
ー

の
構
想
に
応
え
る
べ
く
代
用
ゴ 

ム
の
道
を
開

い
て
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
恐
怖
に
落
と
し
込
ん
だ
ド
イ

ツ
の
電
撃
作
戦
が
油
に
の
っ
た
１
９
４
０
年

「
ヒ
ト
ラ
ー
の
ほ
ほ
え
み
Ｋ
Ｄ
Ｆ
」 

が
ベ
ー
ル

を
脱
い
だ
。

水
平
対
向
式
４
サ
イ
ク
ル
４
気
筒
空
冷

９
９
５
Ｃ
Ｃ
、
ガ
ソ
リ
ン
機
関
、
２３

・
５
馬

力
／
毎
分
３
０
０
０
回
転
、
圧
縮
比
５
・
６
、

全
長
４
・
２
ｍ
ホ
イ
ー
ル
ベ
ー
ス
２
・
４
ｍ
、
総

重
量
６
５
０
㎏
、
燃
費
１
０
０
㎞
に
つ
き
、

６
・
５
ℓ
、
最
高
時
速
１
０
０
㎞
、 

搭
載
量

大
人
４
人
、
子
供
１
人
、
荷
物
５０
㎏
、
そ

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
黄
金
時
代
を
築
い
た
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド

会
長
（
写
真
右
）
と
、
ト
ー
マ
ス
社
長
（
写
真
左
）
。

し
て
タ
イ
ヤ
は
、
合
成
ゴ
ム
の

「
ブ
ナ
型
」

で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
必
要
が
生
ん
だ
成
果
で

あ
る
。
ブ
ナ
型
は
、
ブ
ナ
Ｎ
が
油
に
強
く
、

ブ
ナ
Ｓ
は
弾
力
性
の
あ
る
合
成
ゴ
ム
で
あ

る
。 ２ 　

「
至
上
命
令
」

合
成
ゴ
ム
生
産 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ま
だ
ペ
ン
キ
の
乾

い
て
い
な
い
新
設
の
航
空
機
部
品
工
場
で
、

技
術
将
校
達
と
、
複
雑
な
生
産
工
程
を
打

ち
合
わ
せ
て
い
た
。 

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社
長
の
席
を
片
腕
の
エ
ド

ウ
イ
ン
・
Ｊ
・
ト
ー
マ
ス
に
譲
り
、
会
長
と

し
て
後
進
を
見
守
る
立
場
に
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
今
は
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
会
長
と
い
う
よ

り
、
戦
争
遂
行
の
最
高
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で

も
あ
る
。 

秋
だ
と
い
う
の
に
、
ど
ん
よ
り
曇
っ
た
日
で

あ
る
。
ま
る
で
、
ア
ク
ロ
ン
の
町
が
煤
煙
で

包
み
こ
ま
れ
た
、
憂
鬱
な
感
じ
で
あ 

る
。 

一
台
の
ジ
ー
プ
が
、
集
荷
広
場
を
横
切
っ
て

急
ブ
レ
ー
キ
を
き
し
ま
せ
た
。 

Ｍ
Ｐ
に
付

き
添
わ
れ
た
ト
ー
マ
ス
が
、
一
片
の
電
報
を

合
図
の
よ
う
に
振
っ
て
入
っ
て
き
た
。 

ト
ー
マ
ス
が
、
こ
ん
な
に
慌
て
て
来
る
事
は

珍
し
い
。

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
将
校
達
に
会
議
の

中
断
を
告
げ
て
、
外
へ
出
た
。 

「
ど
う
し
た
…
…
…
わ
し
に
徴
兵
局
か
ら
の

お
呼
び
で
も
あ
っ
た
の
か
い
」

太
い
葉
巻
を
く
わ
え
直
し
な
が
ら
、
彼
に

一
息
与
え
さ
せ
て
み
た
。 

２０
年
以
上
も
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
で
苦
労
を
と
も
に
し
た
仲 

だ
。

他
人
が
見
れ
ば
、
信
じ
合
っ
た
親
子
の
様
で

も
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
の
黒
い
ク
ツ
先
が
、
ほ

こ
り
を
か
ぶ
っ
て
い
た
の
は
、
こ
っ
け
い
に
見

え
た
。 

「
今
度
は
、
ど
ち
ら
様
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
で

す
か
ね
」 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ト
ー
マ
ス
の
や
っ
て

き
た
理
由
が
、 

至
上
命
令
で
あ
る
事
を
素

早
く
読
み
と
っ
て
言
葉
を
続
け
た 

の
だ
。 

「
ス
チ
レ
ン
・
ブ
タ
ジ
エ
ン
・
ラ
バ
ー
で
す
よ
。

全
力
を
挙
げ
て
い
る
の
だ
が
、
今
バ
ル
ー
ク

委
員
会
か
ら
お
見
舞
い
が
や
っ 

て
来
た
ん

で
す
よ
」 

お
見
舞
い
と
い
う
の
は
、
国
家
防
衛
諮
問

委
員
会
が
合
成
ゴ
ム
生
産
の
遅
れ
に
業
を

に
や
し
、
爆
弾
声
明
を
出
し
た
の
だ
。 

政
府
の
合
成
ゴ
ム
生
産
で
動
員
さ
れ
た
グ
ッ

ド
イ
ヤ
ー
、
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
、
フ
ァ
イ
ア
ス

ト
ン
、
Ｕ
Ｓ
ラ
バ
ー
の
ゴ
ム
各
社
、
そ
れ
に
、

ブ
タ
ジ
エ
ン
を
作
る
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
シ

ェ
ル
、
シ
ン
ク
レ
ア
、
サ
ン
、
シ
チ
ー
サ
ー
ビ

ス
、
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
ス
ハ
ン
ブ
ル
の
石
油
会
社
、

ス
チ
レ
ン
を
受
け
持
つ
、
モ
ン
サ
ン
ト
、
ダ

ウ
、
コ
ッ
パ
ー
ス
、
カ
ー
ボ
ン
、
カ
ー
バ
イ
ト

の
化
学
会
社
の
総
監
督
と
し
て
、
ユ
ニ
オ
ン
・

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
鉄
道
会
社
の
社
長
、
ジ
ェ
フ
ァ

ー
ズ
を
指
名
し
た
事
だ
っ
た
。 

ト
ー
マ
ス
の
説
明
を
聞
い
て
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー

ル
ド
は
う
な
ず
い
た
。 

「
そ
れ
は
良
い
、
彼
な
ら
横
の
つ
な
が
り
に

強
い
。
ゴ
ム
の
事
は
知
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、

全
国
に
散
っ
て
い
る
５１
の
会
社
を
同
じ
リ
ズ

ム
の
レ
ー
ル
に
乗
せ
る
事
は
プ
ロ
に
違
い
な

い
」

「
私
も
そ
う
思
っ
た
。 

急
激
に
軍
需
に
叩

き
込
ま
れ
た
せ
い
か
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
力

は
、
工
業
家
の
技
術
に
依
存
し
た
生
産
競

争 

（
ウ
ォ
ア
・
オ
ブ
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
に

は
ま
り
こ
ん
だ
よ
う
だ
」 

現
代
な
ら
さ
し
あ
た
り

「
水
平
思
考
」
が

必
要
で
あ
る
、
と
い
う
見
方
に
な
ろ
う
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
ト
ー
マ
ス
の
肩
を
抱

く
様
に
監
督
室
へ
足
を
向
け
た
。 

ソ
フ
ァ
ー
の
上
に
丸
め
ら
れ
た
軍
用
毛
布
、

灰
皿
に
盛
り
上
が
っ
た
吸
殻
の
山
、
打
ち

か
け
の
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
…
…
…
に
も
戦

争
が
あ
る
。 

「
会
長
、
国
防
委
員
会
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

に
求
め
て
い
る
の
は
、
鉄
道
屋
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ

を
補
佐
す
る
た
め
に
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
君
を

提
供
し
ろ
―
と
い
う
命
令
も
来
て
い
る
ん
で

す
」 

デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
は
、
化
学
開
発
部
長
と
し
て
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
新
製
品
を
一
手
に
掴
ん
で

い
る
大
黒
柱
で
あ
り
、
ロ
サ
ン
ゼ 

ル
ス
、
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
に
新
設
し
た
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

合
成
ゴ
ム
専
門
工
場
の
中
心
人
物
で
あ
る
。 

「
そ
い
つ
は
困
っ
た
な
」 

「
新
工
場
が
足
場
も
は
ず
さ
な
い
う
ち
に
、

始
動
し
た
の
も
、 

デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
の
研
究
に

支
障
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
…
…
と
判 
断

し
た
か
ら
だ
っ
た
ん
で
す
が
」 

ト
ー
マ
ス
は
こ
こ
で
言
葉
を
切
っ
た
。 

国
策
も
大
事
だ
が
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
社

長
と
し
て
の
立
場
も
あ
る
。 

「
ト
ー
マ
ス
、
見
た
ま
え
、
こ
こ
が
私
の
部
屋

だ
。
カ
ー
キ
色
の
ベ
ッ
ド
、
カ
ー
キ
色
の
シ

ャ
ツ
、
そ
し
て
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
も
Ｕ
Ｓ
ア
ミ

ー
だ
。
タ
イ
ヤ
を
作
っ
た
こ
の
手
は
、
１
万

人
の
従
業
員
と
一
緒
に
コ
ン
ド
ル
（
爆
撃
機
）

を
作
っ
て
い
る
。
結
構
な
事
に
、
軍
服
を
着

た
株
主
さ
ん
が
暖
か
く
見
つ
め
て
く
れ
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
、
ト
ー
マ
ス
も
同
じ
だ
ろ
う
」 

ひ
と
つ
ひ
と
つ
区
切
る
よ
う
に
話
を
始
め

た
。
と
い
う
よ
り
、
自
分
自
身
で
改
め
て

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
確
か
め
て
い
る
と
い
っ
た

方
が
良
い
か
も
し
れ
な
い
。

「
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
は
政
治
家
だ
が
、
戦
争
屋

で
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
に
は
そ
の
結
果
が

招
く
ア
メ
リ
カ
の
前
途
を
背
負
う
責
任
が

あ
る
」

ト
ー
マ
ス
に
は
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
言
お

う
と
し
て
い
る
事
は
、
百
も
承
知
し
て
い
る



全ての物資人材が他の産業より優先された戦時下の兵器工場―

グッドイヤーの従業員達

が
、
現
実
に
膨
れ
上
が
っ
た
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

の
規
模
、 
そ
れ
が
ワ
シ
ン
ト
ン
と
い
う
株
主

の
命
令
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
要
求
が
大
き

過
ぎ
る
と
身
体
の
な
か
に
風 

が
吹
き
抜
け

る
よ
う
な
不
安
さ
が
芽
を
出
し
て
く
る
。 

「
戦
争
は
十
年
と
続
か
な
い
よ
、
こ
の
１
、
２

年
が
ヤ
マ
だ
。
戦
争
は
終
る
よ
」

３　

ト
ー
マ
ス
社
長
の
決
断

ト
ー
マ
ス
は
、
こ
の
言
葉
に
忘
れ
て
い
た
自

分
を
取
り
戻
し
た
。

「
…
…
…
」

胸
の
中
で
、
自
分
に
言
い
聞
か
せ
た
。 

―
会
長
は
さ
す
が
だ
。
私
は
自
分
の
責
任

の
重
さ
に
溺
れ
て
い
た
ん
だ
。
ア
メ
リ
カ
は

勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
―

―
戦
争
は
終
わ
る
。
再
び
も
と
の
赤
字
会

社
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
戻
る
の
か
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
。
世
界
は
大
き
く
変
わ
っ
て
く
― 

人

生
に
は
、
行
き
詰
ま
り
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
そ
れ
が
経
営
者
で
あ
っ
て
も
、
芸
術
家
、

労
働
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方

の
行
き
詰
ま
り
が
あ
る
。
ト
ー
マ
ス
は
、
こ

の
と
き
、
行
き
詰
ま
り
の
壁
を
破
っ
た
の
だ
。

も
し
、
こ
の
殺
風
景
な
部
屋
で
の
数
時
間

が
な
か
っ
た
ら
、
今
日
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は

な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

「
間
も
な
く
帰
る
が
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
部
長

に
待
っ
て
い
る
よ
う
に
伝
え
て
く
れ
」 

ア
ク
ロ
ン
の
本
社
は
、
す
で
に
三
交
代
勤
務

制
を
と
っ
て
い
る
。 

オ
フ
ィ
ス
の
気
だ
る
い
ム
ー
ド
は
な
い
。 

「
は
い
、
社
長
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
部
長
は
研

究
工
場
で
す
が
、
確
か
に
お
伝
え
し
ま
す
」 

張
り
つ
め
た
空
気
が
、
そ
の
ま
ま
電
話
に

伝
わ
っ
て
く
る
。

「
そ
う
だ
、
け
さ
情
報
部
か
ら
届
い
た
デ
ー

タ
だ
が
、
デ
ィ
シ
ズ
モ
ア
に
も
見
せ
と
い
て

く
れ
」 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
秘
密
書
類
の
ケ
ー

ス
か
ら
一
束
の
書
類
を
出
し
た
。 

ド
イ
ツ
の
合
成
ゴ
ム
生
産
情
報
で
あ
る
。 

ア
メ
リ
カ
の
ゴ
ム
工
業
力
を
す
べ
て
動
員
し

て
も
、
一
年
間
に
３
５
０
０
ト
ン
し
か
合
成

ゴ
ム
を
生
産
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
ド
イ
ツ

は
、
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る
７
０
０
０
ト
ン

の
実
績
を
持
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
生
産
は

拡
大
さ
れ
る
情
報
も
付
記
し
て
あ
っ
た
。 

ド
イ
ツ
ば
か
り
で
は
な
い
、
ソ
ビ
エ
ト
で
も
、

ブ
タ
ジ
エ
ン
を
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
用
い
て
重
合

さ
せ
た
合
成
ゴ
ム

「
Ｓ
Ｋ
Ｂ
」
の
大
量
生
産

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
。

  

４　

打
倒
！
ヤ
マ
シ
タ

ゴ
ム
産
業
の
総
監
督
に
任
命
さ
れ
た
ジ
ェ
フ

ァ
ー
ズ
は
、
全
国
に
散
在
し
て
い
る
５１
の
組

織
の
再
編
成
と
、
必
要
な
物
資
と
人
員
を

確
保
す
る
た
め
に

「
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
優

先
す
る
」
権
限
を
と
っ
た
。 

彼
に
は
、
合
成
ゴ
ム
を
作
る
科
学
知
識
よ

り
、
ど
う
し
た
ら
合
成
ゴ
ム
の
量
産
化
が

図
れ
る
か
、
と
い
う
コ
ン
ベ
ア
作
り
が
使
命

で
あ
る
と
考
え
た
。
長
い
鉄
道
経
営
で
身

に
つ
け
た
才
能
、
い
か
に
人
を
使
い
、
い
か

に
物
資
を
動
か
す
か
、
と
い
う
大
局
的
な

立
場
で
も
の
を
考
え
る
指
導
者
で
も
あ
っ

た
。 

彼
は
出
頭
し
た
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
を
、
た
め
ら

う
事
な
く
、
ゴ
ム
副
監
督
代
理
に
任
命
、

そ
し
て
、
ゴ
ム
産
業
委
員
長
と
し
て
、
合

成
ゴ
ム
の
技
術
部
門
に
専
念
さ
せ
る
事
に
し

た
。

技
術
と
い
っ
て
も
、
試
験
管
と
に
ら
み
合
う

よ
う
な
学
術
的
な
も
の
で
は
な
い
。

ゴ
ム
、
石
油
、
化
学
の
各
社
が
持
っ
て
い
る

財
産
と
い
う
べ
き
特
許
や
、
技
術
の
交
換

問
題
、
総
合
計
画
に
基
づ
く
中
枢
機
関
の

設
立
な
ど
、
短
期
日
で
は
解
決
で
き
な
い

難
問
の
山
積
み
で
あ
る
。 

し
か
し
、
共
通
の
合
言
葉
が
あ
っ
た
。 

「
ゼ
ネ
ラ
ル
・
ヤ
マ
シ
タ
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か

ら
叩
き
出
せ
」 

ハ
ラ
切
り
刀
で
ゴ
ム
園
を
荒
ら
し
た
張
本
人

へ
の
報
復
は
、
合
成
ゴ
ム
の
量
産
化
し
か
な

い
。 

「
ヤ
マ
シ
タ
に
負
け
る
な
」
と
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア

は
、
合
成
ゴ
ム
の
出
発
点
に
戻
っ
て
み
た
。

確
か
に
合
成
ゴ
ム
は
、
天
然
ゴ
ム
に
比
べ
弾

力
性
が
劣
っ
て
い
る
。
暑
い
と
ベ
ト
つ
き
、

寒
い
と
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
る
。
タ
イ
ヤ
を
作
る

時
、
コ
ー
ド
布
を
シ
ン
に
し
た
ゴ
ム
布 

（
プ

ラ
イ
）
を
重
ね
合
わ
せ
る
た
め
、
ガ
ソ
リ

ン
を
少
し
塗
る
と
、
ゴ
ム
布
の
張 

り
合
わ

せ
が
楽
に
な
る
が
、
合
成
ゴ
ム
は
ガ
ソ
リ
ン

に
と
け
て
し
ま
う
。
チ
ュ
ー
ブ
の
張
り
合
わ

せ
目
も
は
が
れ
て
し
ま
う
。
合
成
ゴ
ム
の
タ

イ
ヤ
は
、
熱
を
発
生
し
や
す
く
、
初
期
の

も
の
は
、
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
け
て
工
場
を
ス
タ

ー
ト
し
た
と
た
ん
、
最
初
の
カ
ー
ブ
で
タ
イ

ヤ
が
爆
発
し
て
し
ま
う
状
態
だ
っ
た
。 

天
然
ゴ
ム
を
混
ぜ
て
み
た
、 

ト
レ
ッ
ド
だ
け

を
天
然
ゴ
ム
に
し
て
み
た
。  

こ
の
実
用
化
へ
の
遅
い
歩
み
も
、
国
防
計
画

で
一
本
化
さ
れ
た
組
織
の
知
恵
が
解
決
し

て
く
れ
た
。 

１
９
４
３
年
、
ア
メ
リ
カ
の
合
成
ゴ
ム
は
、

２０
万
ト
ン
に
上
昇
、
軍
用
タ
イ
ヤ
５
０
０
万

本
が
生
産
さ
れ
た
が
、
戦
争
は
、
も
っ
と

膨
大
な
生
産
を
要
求
し
て
い
る
。 

個
人
の
家
庭
か
ら
供
出
さ
れ
た
古
タ
イ
ヤ

を
更
新
、
凍
結
さ
れ
て
い
た
タ
イ
ヤ
各
社



の
ス
ト
ッ
ク
放
出
な
ど
、
最
後
の
手
段
ま

で
講
じ
て
、
合
計
１
２
０
０
万
本
の
タ
イ

ヤ
が
前
線
に
運
び
込
ま
れ
た
。 

戦
争
前

の
ア
メ
リ
カ
の
タ
イ
ヤ
消
費
量
は
、
年
間
、

５
０
０
０
万
本
と
見
ら
れ
て
い
た
の
に
比
べ

れ
ば

「
弾
薬
送
れ
タ
イ
ヤ
送
れ
」
の
声 

は
、

後
を
絶
た
な
い
悲
痛
な
も
の
だ
っ
た
。 

こ
う
し
て
急
が
れ
た
合
成
ゴ
ム
の
生
産
計
画

は
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
、
次
の
年
に
は
、

年
間
、
８０
万
５
０
０
０
ト
ン
に
拡
大
さ
れ
、

タ
イ
ヤ
産
業
の
国
防
生
産
計
画
は
、
よ
う

や
く
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。 

デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
達
、
産
業
委
員
会
は
、
さ
ら

に
、
合
衆
国
の
合
成
ゴ
ム
計
画
の
一
環
と

し
て
、
カ
ナ
ダ
で
の
合
成
ゴ
ム
生
産
計
画
を

立
案
し
た
。
合
衆
国
と
カ
ナ
ダ
の
間
に
は
、

ゴ
ム
備
蓄
協
定
が
結
ば
れ
て
い
た
が
、
そ
れ

と
同
様
の
協
定
が
、
合
成
ゴ
ム
に
つ
い
て
も

結
ば
れ
、
モ
ン
タ
リ
オ
州
に
、
国
策
会
社

が
建
設
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。

５　

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

ア
メ
リ
カ
政
府
が
合
成
ゴ
ム
の
生
産
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
た
め
に
投
資
し
た
額
は
、

６
億
７
７
０
０
万
ド
ル

（
１
９
４
５
年
現
在
）

に
達
し
て
い
る
が
、
生
産
体
制
の
整
っ
た
、

１
９
４
３
年
後
半
に
は
、
本
来
の
タ
イ
ヤ
の

生
産
も
ピ
ッ
チ
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。 

大
任
を
果
た
し
た
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ズ
は
、
自
分

の
鉄
道
社
長
に
帰
り
、
デ
ィ
ン
ズ
モ
ア
も
グ

ッ
ド
イ
ヤ
ー
に
戻
っ
て
来
た
。 

ト
ー
マ
ス
は
、
彼
の
た
め
に
、
開
発
研
究
担

当
副
社
長
の
席
を
与
え
、
そ
の
労
を
ね
ぎ

ら
っ
た
が
、
待
ち
構
え
て
い
た
の
は
、
コ
ン
バ

ッ
ト
タ
イ
ヤ

（
戦
闘
用
タ
イ
ヤ
）
の
開
発

だ
っ
た
。 

一
口
に
い
う
と
、
弾
丸
が
あ
た
っ
て
も
タ
イ

ヤ
の
内
部
の
補
強
ゴ
ム
で
、
さ
ら
に
一
〇
〇

㎞
く
ら
い
は
走
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
、
チ

ュ
ー
ブ
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
原
型
と
も
い
う
べ
き
タ

イ
ヤ
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー

航
空
機
部
門
の
ふ
た
つ
の
工
場
を
再
び
タ

イ
ヤ
工
場
に
転
換
さ
せ
、
新
工
場
ふ
た
つ

を
新
設
す
る
政
府
命
令
を
受
け
た
。
拡
張

費
は
１
億
７
０
０
０
万
ド
ル
、
そ
れ
で
も
需

要
に
追
い
つ
か
な
い
と
い
う
戦
局
だ
っ
た
。 

ト
ー
マ
ス
は
、
こ
の
事
態
の
中
か
ら
、
タ
イ

ヤ
産
業
が
大
き
く
転
回
し
て
い
く
事
を
悟
っ

た
。
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
会
長
が
つ
ぶ
や
く

よ
う
に
語
っ
た
一
年
前
が
よ
み
が
え
っ
て
く

る
。 

「
戦
争
は
終
る
よ
…
…
」 

「
２
、
３
年
が
ヤ
マ
だ
…
…
」 

国
防
予
算
で
膨
ら
ん
だ
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
が
、

そ
の
時
は
ど
う
な
る
―
。

ト
ー
マ
ス
の
胸
中
に
は
、
合
成
ゴ
ム
、
航
空

機
を
母
体
に
し
た
青
写
真
が
描
か
れ
て
い
っ

た
。

も
ち
ろ
ん
、
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
構
想
も

同
じ
で
あ
る
が
、
彼
が
、
ト
ー
マ
ス
に
ゆ

だ
ね
た
夢
は
、
戦
後
の
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
を
、

世
界
最
大
の
タ
イ
ヤ
会
社
に
し
た
い
ば
か

り
か
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
始
め
、
ミ
サ
イ
ル

開
発
な
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
国
防
政
策
に
参

画
す
る
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
得
る
基
盤

と
な
っ
て
い
っ
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、

１
９
４
０
年
に
ト
ー
マ
ス
を
社
長
に
推
薦
し

た
時

「
ひ
と
り
の
天
才
的
経
営
者
よ
り
も
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
積
極
性
に
富
ん
だ
１
０
０
０
人
の

平
凡
人
の
方
が
長
期
的
に
は
勝
利
を
得
る
。

天
才
は
い
ず
れ
衰
え
る
。
し
か
し
、
会
社
は
、

天
才
経
営
者
を
広
告
で
募
集
す
る
事
は
で

き
な
い
」 

と
述
べ
、
集
団
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
指
導
者
と
し

て
の
ト
ー
マ
ス
の
力
量
を
高
く
評
価
し
て
い

た
が
、
そ
の
期
待
通
り
、
１
９
４
６
年
に

退
職
し
た
時
の
売
り
上
げ
は
、
１８
億
ド
ル
、

実
に
、
就
任
当
時
の
２
億
ド
ル
の
約
８
倍
と

い
う
実
績
を
挙
げ
て
い
る
。

ト
ー
マ
ス
は
名
門
の
出
で
も
、
学
歴
の
人
で

も
な
い
。
実
業
高
校
で
習
っ
た
速
記
と
タ
イ

プ
を
頼
り
に
、
１８
才
で
グ
ッ
ド
イ 

ヤ
ー
に

入
社
と
い
う
平
凡
な
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
そ

し
て
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
工
場
長
に
な
っ
た
時
、
秘
書
と
し
て
、
彼

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
燃
え
上
が
っ
た
。 

絶
え
ず
工
場
長
と
接
触
し
、
自
分
の
判
断

が
正
し
く
な
る
様
に
、
自
分
で
自
分
を
訓

練
し
、
未
知
の
科
学
の
分
野
ま
で
も
勉
強

し
た
。
ま
た
、
秘
書
と
し
て
、
工
場
の
隅

か
ら
隅
ま
で
走
り
回
り
、
超
人
的
努
力
に

よ
っ
て
リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
レ
ベ
ル
ま
で
知

識
を
広
げ
て
い
っ
た
。 

こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。 

工
場
長
が
不
在
の
と
き
電
話
が
あ
っ
た
。

ト
ー
マ
ス
の
返
事
は
こ
う
だ
。

「
た
だ
い
ま
工
場
長
は
不
在
で
す
が
、
で
き

る
だ
け
早
く
工
場
長
の
返
事
を
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
」 

決
ま
り
文
句
だ
が
、
返
事
は
必
ず
時
間
内

に
伝
え
ら
れ
、
仕
事
が
そ
の
た
め
に
遅
れ

る
事
は
な
か
っ
た
。

何
年
か
経
っ
た
時
、
電
話
の
返
事
は
こ
う
応

対
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

「
工
場
長
だ
っ
た
ら
、
こ
う
採
択
す
る
と
思

い
ま
す
が
、
承
認
を
も
ら
っ
て
か
ら
お
返
事

し
ま
す
」 

そ
し
て
、
六
年
目
か
ら
は
こ
う
だ
。 

「
工
場
長
は
、
こ
れ
こ
れ
と
命
じ
る
は
ず
で

す
。
私
が
責
任
を
持
ち
ま
す
か
ら
、
仕
事

を
進
め
て
く
だ
さ
い
」 

も
は
や
口
述
さ
れ
た
事
を
他
人
に
伝
え
る

秘
書
で
は
な
く
、 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
分

身
と
し
て
の
役
目
を
充
分
果
た
す
事 

が
で

き
た
。 

こ
う
し
た
権
限
外
の
事
を
行
っ
て
も
、
工
場

の
誰
か
ら
も
疑
わ
れ
る
事
も
な
く
、
信
頼

さ
え
持
た
れ
て
い
た
。 

リ
ッ
チ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
探
し
求
め
て
い
た
新

し
い
後
継
者
の
タ
イ
プ
、
つ
ま
り

「
万
人
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
正
し
く
導
く
事
の
で
き
る
人

物
」
を
育
て
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
ト
ー
マ
ス
が
、
３０
歳
の
若
さ
で
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
工
場
総
支
配
人
に
任
命
さ
れ
、
い
わ

ゆ
る
出
世
街
道
の
第
一
歩
を
踏
ん
だ
時
、

グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
の
経
営
理
念
を
身
に
つ
け
て

い
た
。 

「
決
し
て
人
に
命
令
せ
ず
、
部
下
の
意
見
の

う
ち
正
し
い
も
の
の
み
を
採
用
す
る
」 

マ
ン
モ
ス
企
業
グ
ッ
ド
イ
ヤ
ー
は
、
こ
の
時

す
で
に
新
時
代
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
培
っ
て
い
た
の

だ
。
（
つ
づ
く
）


